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高等教育は、これまで大学によって支配されてきた。しかし、大学による長きにわたる独占は、今、崩れようとしており、
新しい競争が急速に芽生えつつある。ところが、高等教育全体を自らの支配領域としてきた大学と教授陣は、往々にして変化に
抵抗する。最近の高等教育分野での重要な課題として、機関や課程相互の競争が国際化していること、学生の選択可能な範囲が
広まっていること、社会との交流が強化されてきていること、教育の質と効率が改善されていること、などが挙げられる。

大学は高等教育分野の
再構築に対応できるのか

ところ、大学の活動は昔から柔軟であっ

た。設立当初は、多くの大学が特定の教

会・宗派と深いつながりがあったものの、

現在ではその多くが完全に非宗教化さ

れた。大学が事業を始めたり、一部を事

業化することも珍しいことではない。例

えば、1958年に設立されたオックスフォー

ド大学出版は、非課税の団体であるオッ

クスフォード大学の事業部門である。こ

れは世界最大の大学出版であり、毎年

2,000万ドル以上の利益を大学の一般会

計に繰り入れている。

また、大学の教育内容や科目の評価

もかなり変化してきた。何世紀もの間、

医学は二次的な学問分野とされ、外科

医は理髪店と同列に並べられていたが、

現在の医学に対する評価はそれと全く

異なっている。近年ではビジネス科目や

料理学が見直されており、革新的な例と

しては、フランスの料理学校ル・コルドン・

ブルーが学部と大学院の学位を授与で

きるよう、世界各国の大学と協力してい

ることが挙げられる。同校の最新の例で

は、ソウルのル・コルドン・ブルー淑明（ス

クミョン）アカデミーにおいて2006年から

ホスピタリティ（飲食・宿泊業経営）に関す

るMBAが提供される。同校ではル・コル

ドン・ブルーが多岐にわたる実践ノウハウ

と、専門校としてのブランドを提供し、淑明

女子大が教育システムをサポートすると

ともに、学問的なレベルを保障する。これ

以外にも、企業あるいは営利大学によっ

て（このテーマは次号で扱う）直接提供

される高等教育課程が増加中である。

市場志向の大学？

学術界は、本当の意味での市場化に

対応できる体制になっていないが、それ

は単に時代遅れで頑固で反商業的な学

者だけの問題にとどまらない。学問的活

動の多くは、同僚間の協調、ボランティア

精神そして客観的・専門的な判断に基

づいている。研究活動というものは、根

本的に他者の手法や発見、その情報の

共有に依拠して行われる。情報が稀で

手に入りにくく高価になってしまうと、学

問と科学は大きな被害を被る。情報を独

占的に秘匿されるようになれば、段階的

な発展を行なうことは困難となり、失敗が

大学の役割と活動領域

大学の活動内容は国によって大きく

異なり、その内容を検討することは興味

深い題材である。大学の主要な機能は

何か？大学に期待されている役割とは

何だろうか？

スウェーデンにおいては、大学には教

育、研究、社会との交流という三つの役

割があるとされている。社会との交流は

「第三の義務」や「第三の使命」とも呼

ばれ、その中には労働市場の需要に合

わせた課程の設計、幅広い知識と革新

を伝達する方法の促進、企業や産業界

との協働が含まれる。特に社会との協働

（スウェーデンの1997年高等教育法に準

拠）は重要な要素となっており、単なる大

学から社会への一方通行や波及効果

ではなく、双方向的な交流によって得ら

れる発展が意図されている。

大学の役割と活動領域は急速に変化

してきており、常に新たな事業や研究対

象が生み出されている。グローバリゼー

ションは、高等教育に対して統合と起業

を同時に促す力となった。しかし実際の
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報告されなかったために、同じ失敗が各

地で繰り返され、無駄なコストが生じるこ

とになるであろう。これまで学術的なボ

ランティアで賄われていたものが有料と

なれば、あらゆるコストが上昇する。優秀

な組織が他者を評価することを拒否す

るか、あるいは高価な対価を要求するよ

うになれば、進歩は遅れると考えられる。

大学における「新しい商業主義」は、

特に人文科学系の学科の多くに大きな

打撃となる。そのような学科の教職員の

多くは、往々にしてビジネス、戦術、マー

ケティングなどのトレーニングが少なく、

結果的に大学あるいは学会の外部にお

いてはとても競争力があるとは思われな

いからである。

多くの大学の学部間や各国の専門家

の間で、学術的資源をめぐる激しい奪い

合いが既に存在しており、競争相手を貶

めることで自分の立場が強化されると考

える人もいるため、学部内の同僚間の競

争にまで発展している。教員が自己利

益を優先させていくことは、トップレベル

の意欲ある学生の成長を遅らせること

になるかもしれない。将来的に競争相手

となり、限られた資源を奪い合うことにな

ると教員が判断したら、その学生を支

援・昇格させないほうが良いという動機

ができてしまう。結果的に、参入障壁が

生じることになる。学者の多くは人脈を広

げ、維持しようと努力しながら、資金を集

められる活動分野を確保しようとするが、

中には知識や人脈を秘蔵する者もいる。

市場化は変化の重要な駆動力となっ

ているが、開放市場的な活動には問題

もある。高等教育機関が手ぬるくなり、

学位をより簡単に授与するようになるこ

ともあり得る。少なくとも一部の学生は、

学位を出来るだけ簡単な方法で取得す

ることを好むであろう。これは問題を生

じさせ得る。極端な例では、実態を伴わ

ない学位の工場で（「ディプロマ・ミル」や

「ディグリー・ミル」と呼ばれる）、金銭と引

き換えに学位の証明書を出す機関があ

る。これほど簡単に学位が授与されるの

であれば、それは明らかな誤りである（他

の教育機関の証明書を偽造しているな

らば、なおさらである）。その一方で、著

名な教育機関であっても、過去の実績に

対して単位を授与したり、登録して授業

のテストを受けさえすれば良く、準備の

方法を問わない組織も多い。もし、学生

が標準の4分の1の時間で科目を終了で

きるほど賢いならば、それを妨げるべき

であろうか？中には自習その他、通常の

授業とは違う手段でも十分な水準に達

することが出来る人もいる。授業に出席

することは、必ずしも要求されるべきなの

か？学位を授与するに当たっては、一定

の時間、または金銭の支払いを要求す

るべきであろうか？新たな形態が模索さ

れつつある。

圧力がかかる
公立の高等教育機関

ヨーロッパの多くの国において、高等

教育機関は公立が優位に立ってきた。

高等教育は閉ざされたマーケットであり、

公立の大学によって支配され、新規参入

者に開かれていなかった。しかし、現在

では、各大学は国内外との競争に対応

しなければならなくなっている。欧州連

合（EU）の規則では、EU25カ国の市民

および企業の平等な取り扱いを保障し
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ている。自国を優遇する措置の多くは撤

廃された。優遇を残せば、全EUの市民

との企業まで対象を拡張しなければな

らない。新設の私立校は、一般の総合

大学と同等に、あるいはニッチ市場で成

長している。国外に大学の分校キャンパ

スをつくることも増えている。移動手段の

発展は、優秀な学生にとって、近隣諸国

の大学に通うことを選びやすくしている。

遠隔教育も増えており、電気通信技術を

使って新しい機会を提供している。この

ような魅力的な課程を提供しない公立

大学は、徐々に社会の進歩から取り残

されつつある。

スウェーデンの高等教育は、日本の高

等教育とは多くの点で対照的だ。スウェー

デンにおいて、公立の高等教育機関は

全大学の90%を占めている。その一方

で、大学の自治は増加する傾向にある。

学生は大学の課程を無料で受講するこ

とができる。あらゆる学問分野において、

公立、私立を問わず、政府がそれぞれの

高等教育機関に登録した学生数および

授与された単位数に応じて補助金を支

払う仕組みとなっている。大学は他の費

用を、研究に対する補助金や、知的財産

権によるライセンス料などの収益が上が

る事業で賄っている。生徒にとって有益

な競争がなされているといえよう。また、

スウェーデンには海外から多くの学生が

学びに来ている。OECDが示す人口10

万人に対する留学生の平均比率は155

名だが、日本では50名であるのに対し

て、スウェーデンでは295名（日本の約6

倍）である。さらにスウェーデンではこの

ような移動性の高い人材に対して積極

的に投資している。留学生は、大学の環

境に異なる視点と新しい発想をもたら

す。自国の学生と同じく、留学生の中に

は卒業後スウェーデン国内に残る者もい

れば、国外に出る者もおり、グローバル化

した社会において双方にとって有益な

関係を築いている。上記の傾向により、

大学の独善性が正されてきている。

近年、ヨーロッパの大学や研究機関に

は大きな変化が生じている。長らく安定

して資金の供給を享受してきた団体の

多くが、自らの活動、予算そして存在の

意義を正当化していく必要性に直面し

ている。説明責任の強化自体は望まし

い変化であるが、多くの機関や大学は厳

しい予算制約と高い管理費用（これに

は、機関同士を比較するために活動お

よび研究の長期にわたる査定の費用を

含む）に痛みを感じ始めている。競争が

激しく、収益によって左右される今日の

高等教育業界での生き残るためには、教

育や研究と並行して、有益な事業と収入

源を開発することが必要なのである。

大学の名声とブランド化

社会の評価は高等教育業界において

重要であり、きちんとした教育を受けて

いることは、教育機関のブランドと商標に

よって保障される。大学の課程に登録す

る人は、同時にその大学のブランドを買っ

ているのであり、その大学の名声を成功

の証として利用するのである（大学は逆

に、成功したり有名になった卒業生との

関係を引き合いに出す）。高等教育を受

けた証明書は、人生で何度も必要となる

ことがあるので、大学が存在し続けるこ

とは重要である。学生は「教育」、つまり

課程の中身を商品として受け取るわけ

だが、これに加え、大学は書類での証明

と記録事業（単位数や成績の証明や学

位の証明書の発行）も行っている。これ

は課程の内容や教育の達成度を他の手

段で証明することが困難なためである。

競争的な入学選抜を経て入学し、そ

の課程を修了することは重要な成果で

ある。一方で、課程の内容について精通

しているかどうかはそれほど確かなこと

ではない。学位を取得した時点でも、課

程の内容の多くを既に忘れてしまってい

るかもしれない。10年、20年経てば技術、

科学を問わず、内容が大きく変化してい

る課程が多いのだが、通常は学位に特

に期限を設けないし、社会は過去の学

問的業績を高く評価し続ける。また、大

学の評価は課程の内容の付加価値とは

あまり関係なく、不当に安定している。段

階的な技量の発展を必要とする自然科

学および専門職科目では、業績を測るこ

とは可能かもしれないが、社会科学や、
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芸術、人文科学では客観的な業績の指

標が欠けている。優秀な生徒を集め続

けることができる大学は、教室で何を教

えるかに関わらず、優秀な学生を世界に

送り出すことができるであろう。積み重ね

られた大学の名声の一部は、このように

不合理な面もある。

プロとして教える能力？

教室での授業は、意見の交換が行わ

れる重要な場であり、時には型破りであ

ってもよい。学問的な場は発展と発見の

場であり、説や事実を強制的に摂取させ

る場ではなく、理解・吸収の試験場であ

る。良質の指導は参加者を新しい観点、

それまで知らなかった世界へと導くもの

である。そのような経験は批判的な分析

と組み合わされたとき、参加者の思考パ

ターンを変化させ得る。教室を出た後、

教室に入る前とは違うように新しい情報

を処理できるようになるのである。これを

単に「成長」と呼ぶものかもしれないが、

多くの授業ではその触媒がほんの少量

しか提供されず、中には全く提供されな

いこともある。その最大の原因はしばし

ば教員にある。彼らは多くの場合、教授

法の授業と訓練を受けておらず、テーマ

に対する情熱はあるものの、学生との間

にある専門知識の程度の落差を見せる

だけである。

教育者の中には、自分が教える科目

に情熱を持ったことがない者もいる。そ

の学問的経歴において魅惑されること

も、洞察を得たこともなかったのだ。ある

いはそのような側面を忘れてしまった者、

あるいは極端に客観的であることが自ら

の仕事をより客観的にすると考える者も

いる（分析的客観性は人間の感情を無

視するものではなく、感情や動機は幅広

いデータの重要な一部として観察の対

象となるものなのだが）。発見の過程が

感情的で、多くの場合非常にプライベー

トな側面（自分や家族の長年の苦労を

含むかもしれない）と結びついているた

め、他者と共有することができていない

教員は多い。自分が苦しんだ時代をわ

ざわざ思い出したくはないのだ。

教授がきちんと教授法の訓練を受け

ていれば、このようなことは問題にならな

いのかもしれないが、多くはそのような訓

練を受けていない。教授は主に研究能

力や専門知識に基づいて評価され、昇

任する。これは伝統的な大学の歴然と

した欠点である。教授の多くは教育学

や教授法の学位を持たず、教育につい

て学んだことが全くない者も多い。その

結果、大学の授業の多くは貴重な時間

の無題遣いとなる。

大学バッシング（大学批判）から
大学パッシング（大学無視）へ

大学は、しばしば時代遅れであると非

難される。大学に対する公的な補助の

減少を目の当たりにして、「大学バッシン

グ」がこれ以上ひどくなることはないと考

える人も多い。しかし、少なくとも「大学

バッシング」は継続的な関係で行われる

ものである。これよりもっとひどいのは、

大学が今日的な意義を持たず、無用で

あり、あるいは苦労に見合わないものだ

と思われることである。「大学パッシング

（university passing）」は関係の完全

な切断である。このとき、大学はビジネス

や国家プロジェクト、そして社会一般に

迂回されるのである。

大学に対する「象牙の塔」のイメージ

は、このような社会的な分離から生じて

いる。このような状態をこれからも維持

することはほとんど不可能である。大学

が成功し、生存するためには、大学が幅

広く社会の活動の一部により入り込んで

いかなければならない。

次 回 予 告

営利大学の挑戦

企業によって運営される私立大学は特にア
メリカにおいて花開いている。主要な組織と
新しいシステム、それらの成功と限界につい
て検討する。公的な補助金が多くある分野
において民間が成功することで、重要な戦略
的問題が生じる。高等教育に対する公的な
補助金は正しく使われているのであろうか？




